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• これまでの気候変動対策ビジネスは、温室効果ガスの排出削減が主流であった
• しかし、現実に起こっている気候変動によるバリューチェーンへの悪影響、経済損失の拡大への対応策
が必要である

• その対応策がビジネスチャンスとなると考えられている

温室効果ガスの増加

化石燃料使用による
二酸化炭素の排出など

気候要素の変化

気温上昇、降雨パターンの
変化、海面水位上昇など

温暖化による影響

自然環境への影響
人間社会への影響

適応ビジネス：適応とは

既に起こりつつある、
あるいは起こりうる気
候変動の影響に対し
て、自然や社会のあり

方を調整

地球温暖化の原因とな
る温室効果ガスの排出

抑制等

緩和 適応
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温暖化適応対策をビジネスとして推進・拡大していくために、官民連携で適応の情報共有や協力推進の場を構築し 、
活用していくことを目指す

人材育成

事例集の作成

ガイドブックの作成

ウェブサイトの構築

普及・啓発

国内セミナー・個別相談会の開催

国際会議への参加、NGO等との連携

海外への専門家派遣・海外からの招聘

案件組成・拡大

海外ミッション・見本市の参加

資金スキームとの連携

指標構築（SDGs活用）による効果のみえる化

表彰制度
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高い潜在的可能性にもかかわら
ず、適応ビジネスへの認知度が
低く、「適応」の紐付けによりビジ
ネス拡大できる人材が少ない

高いニーズにもかかわらず、適応
対策及び技術に対する知見の
低い国が多く、ニーズの充足に結
びついていない

我が国企業の適応ビジネスの成
功事例も出てきているが、継続的
に組成・拡大していくための支援、
評価指標が未整備

課題１ 課題２ 課題３

対応策１ 対応策２ 対応策３

適応ビジネス：経済産業省の取組の方向性～官民連携を通じた適応ビジネスの推進体制の構築～
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• 適応ビジネスの普及に向けて、調査を実施し、毎年「適応グッドプラクティス事例集」として公表している
• また、COP等の国際会議において、ブースを設置し、当該グッドプラクティスの紹介を実施している

適応ビジネス：経済産業省の取組事例

• 各事業において、以下の観点で事業紹介をしている
①適応課題への貢献
②活動内容
③製品・技術
④成功の要因・更なる展開に向けた課題
⑤実施企業の紹介

• また、SDGsのどの目標に貢献しているのかを示し、
貢献できる分野を明確に紹介している


